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 平成 20 年度の実態調査の回収状況は、回答校数 1,218 校（回収率 100％）である。調査の結果、
全ての大学 1,218 校における「障害学生数」は、全学生数の 0.20％に当たる 6,235 名であり、障
害学生が１人以上在籍する学校数は全体の59％に当たる719校であった。前年度は710校であった
ことから、「障害学生数」も、障害学生が１人以上在籍する「学校数」も、ともに増加傾向を示した。 
 「障害学生数」6,235 名のうち、支援を要する「支援障害学生数」は 3,440 名である。 
 支援を要する 3,440 名の「支援障害学生数」は、障害学生の中で、学校に支援の申し出があり、
それに対して学校が何らかの支援を行っている（または、支援を予定している学校を含む）実態
を示している。支援を必要としている「支援障害学生」が１人以上在籍する学校数は全体の 46.6％
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 そこで、筆者が知り得た盲学生のニーズを A 大学の障害学生支援の要となる「支援担当職員」
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2008 年度演習日程 作 業 内 容 
第３回 １０月１５日 フィールド調査の実施： 
学内の「点字シール」の現状を把握する。 








第６回 １１月 ５日 生活支援の援助方法を探る② 
障害当事者、担当者との意見交換する。 
第７回 １１月１２日 生活支援の援助方法を探る③ 
「点字シール」の作り方（１） 
第８回 １１月１９日 生活支援の援助方法を探る④ 
「点字シール」の作り方（２） 
第９回 １１月２６日 生活支援の援助方法を探る⑤ 
「点字シールの作り方（３） 
第10回 １２月 ３日 生活支援の援助方法を探る⑥ 
「点字シール」の貼り方 
第11回 １２月１０日 生活支援の援助方法を探る⑦ 
「点字シール」の貼り方 
第12回 １２月１７日 生活支援の援助方法を探る⑧ 
フィールド調査の結果と考察（１） 
「点字シール」の意義を探る。当事者・関係者との意見交換。 
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１）JIS T 0921:2006  高齢者・障害者配慮設計指針 
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